
発行   長野県小県郡武石村役場総務課   @（0268）85-2311（代）　　編集   広報編集委員会　　印刷   有限会社大和印刷 
E-mail  office@vill.takeshi.nagano.jp　　URL  http://www.vill.takeshi.nagano.jp

 2～ 3月定例村議会の主な内容 

 8 分館親善ビーチボールバレー 

 9  武石小学校大規模改修竣工 

 10 人権教育紙上講座 

 11  確定申告が間違っていたとき 

 12 健康センター通信 

 13 今月の料理・こんにちは社協です 

 14 暮らしの便利帳 

 16 戸籍の窓 

　3月19日に行われた小学校卒業式の一コマ。 

　小学校での課程を終え、中学生として巣立つ46名の児童

たちの姿は、いつもより一回りも二回りも大きく見えました。 

　たくさんの花が一斉に花開くように、将来はこの卒業生

のみなさんがそれぞれ学問や芸術の分野で大きな花を開い

てくれることでしょう。 



広報武石 平成１５年４月号　No.429（2）

三
月
定
例
村
議
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
十
四

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
村
道
飛
魚
線
改
良
工
事
費
を
計
上
し

た
平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
や
特
別
会
計
予
算
案
を

は
じ
め
、
平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予

算
案
、
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
ほ
か
五
つ
の
条
例
の
一
部

改
正
や
二
つ
の
条
例
の
廃
止
、
ま
た
上
田
地
域
広
域
連
合
規
約

の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
と
来
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
平
成
十
五
年
度
予

算
を
中
心
に
ご
審
議
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
一
般
質
問

で
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
質
問

が
三
名
の
方
よ
り
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
は
、
合
併
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
捉
え
た
ご
質
問
で

あ
り
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が
大
い
に

関
心
を
寄
せ
て
い
る
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
両
任

意
合
併
協
議
会
で
は
、
各
々
に
合
併

に
向
け
て
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
新
市
・
新
町
の
将
来
構
想
策
定

委
員
会
も
発
足
し
、
将
来
に
向
け
て

調
整
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

村
に
お
き
ま
し
て
も
、
将
来
を
決

め
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
、
で
き
得

住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
向
け
て

〜
村
長
あ
い
さ
つ
〜

先
送
り
し
、
継
続
事
業
を
中
心
に
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ

て
、
経
常
経
費
、
各
種
補
助
金
等
の

削
減
に
努
め
、
旅
費
に
つ
き
ま
し
て

も
各
種
の
委
員
以
外
は
県
内
の
旅
費

の
支
給
を
廃
止
し
ま
し
た
。

本
日
、
村
か
ら
提
案
申
し
上
げ
ま

す
案
件
は
、
条
例
八
件
、
平
成
十
五

年
度
予
算
案
八
件
、
村
道
の
路
線
変

更
に
つ
い
て
、
上
田
地
域
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
の
議
案
、
合

わ
せ
て
十
八
件
で
す
。

平
成
十
五
年
度
予
算
案
の
一
般
会

計
で
は
歳
入
歳
出
三
十
億
九
百
万
円

で
前
年
度
比
六
百
万
円
（
二
％
）
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
も
の
は
、
村
道

飛
魚
線
改
良
事
業
に
一
億
四
千
二
百

万
円
、
村
道
小
寺
尾
線
（
上
小
寺
尾

橋
）
改
良
事
業
に
七
千
万
円
、
村
道

鳥
屋
立
線
改
良
事
業
に
二
千
九
百
十

五
万
円
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
運

営
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
十
五
年
度

よ
り
開
発
公
社
に
業
務
を
委
託
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
七
つ
の
会
計
で
は
、
十

三
億
円
余
で
前
年
度
比
二
百
万
円

（
一．

五
％
）
の
増
額
で
ほ
ぼ
前
年
度

並
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
主
な

も
の
は
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
お

い
て
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
中

央
集
中
監
視
装
置
設
置
事
業
に
二
千

六
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
本
会
議
は
、
任
期
最
後
の
定
例

会
と
な
り
ま
す
。

今
日
ま
で
村
行
政
の
推
進
に
ご
指

導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
参
り
ま

し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

3月定例村議会 

る
限
り
こ
れ
ら
の
情
報
を
村
の
み
な

さ
ん
に
提
供
し
、
村
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
、
議
会
、
村
当
局
が
知
恵

を
絞
っ
て
よ
り
良
い
決
断
、
選
択
を

し
て
い
な
か
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

さ
て
、
合
併
問
題
に
も
深
く
関
わ

る
村
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景

気
低
迷
に
よ
る
自
主
財
源
で
あ
る
村

税
の
減
少
、
地
方
交
付
税
の
削
減
、

国
、
県
、
各
種
補
助
金
等
の
削
減
に

よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
行
政
計
画
に
基
づ

き
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
事
業
を
勘

案
し
、
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、

新
規
事
業
で
先
送
り
で
き
る
事
業
は

平
成
15
年
度 

◆
一
般
会
計
予
算 

 
30
億
9
0
0
万
円
を
計
上 

 
○
村
道
飛
魚
線
改
良
　
9，
0
0
0
万
円 

○
村
道
小
寺
尾
線
上
小
寺
尾
橋
改
良
　
7，
0
0
0
万
円 

○
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
開
発
公
社
委
託
料
　
6
5
0
万
円 



繰越金 4,900万円 1.6％ 
地方譲与税 4,300万円 1.4％ 
地方消費税交付金 3,500万円 1.2％ 
分担金及び負担金 3,363万円 1.1％ 
自動車取得税交付金 2,000万円 0.7％ 
地方特例交付税 800万円 0.3％ 
利子割交付金ほか 470万円 0.2％ 

地方交付税 
13億円 
43.2％ 

村税 
3億3,753万円 
11.2％ 

村債 
3億9,100万円 
13.0％ 

　  繰入金 
3億4,600万円 
　 11.5％ 

諸収入 
1億5,537万円 5.2％ 

県支出金 
1億534万円 3.5％ 

財産収入 
5,495万円 1.8％ 

使用料及び手数料 
6,732万円 2.2％ 

国庫支出金 
5,816万円 1.9％ 

歳 入 
30億 
900万円 

開発公社に業務が委託されるマレットゴルフ場

（3）広報武石 平成１５年４月号　No.429

平成15年度　一般会計歳入歳出予算の内訳 
1 2 3 4 5 6 7 8（億） 

民　生　費 

農林水産業費 

総　務　費 

公　債　費  

土　木　費  

教　育　費  

衛　生　費  

商　工　費  

消　防　費  

議　会　費  

諸支出金他  

 5億1,868万円 17.2％ 

 4億2,442万円 14.1％ 

 4億2,244万円 14.0％ 

 4億1,734万円 13.9％ 

 3億2,968万円 11.0％ 

 3億    332万円 10.1％ 

 2億9,600万円 9.8％ 

 1億4,661万円 4.9％ 

 8,363万円 2.8％ 

 5,469万円 1.8％ 

 1,219万円 0.4％ 

◆民　生　費　120,288円 ◆衛　生　費　68,646円 
◆農林水産業費　  98,428円 ◆商　工　費　34,000円 
◆総　務　費　  97,968円 ◆消　防　費　19,395円 
◆公　債　費　  96,786円 ◆議　会　費　12,683円 
◆土　木　費　  76,456円 ◆諸支出金他　  2,827円 
◆教　育　費　  70,343円  
 

村民１人あたりにすると697,820円 

改良が予定される村道飛魚線

改修が予定される同和対策集会所



広報武石 平成１５年４月号　No.429（4）

○商工会補助金 780万円
○夏祭り事業委託料 235万円
○武石温泉うつくしの湯運営委託事業 5,670万円
○スキー場ゲレンデ整備車購入 861万円
○武石村観光協会補助金 183万円
○長野県観光開発公償還金 2,318万円

○道路台帳整備測量委託料 400万円
○村道補修、除雪等重機借上料 721万円
○道路維持修繕工事 3,000万円
○村道飛魚線改良事業 1億4,200万円
○村道小寺尾線〔上小寺尾橋〕改良事業 7,000万円
○村道鳥屋立線改良事業 3,095万円
○橋梁塗装事業 100万

○上田広域連合負担金 6,198万円
○消防団員報酬 337万円
○消防団員公務災害補償組合負担金 360万円
○防火水槽整備事業費 168万円

○小学校通学援助事業 208万円
○中学校通学援助事業 480万円
○高等学校通学援助事業 880万円
○武石村長門町中学校組合負担金 6,432万円
○人権教育事業 378万円
○公民館一般事業 646万円
○ともしび博物館運営事業 520万円

○償還元金 3億3,363万円
○償還金利子 8,370万円

○基金積立金 814万円

3月 
定例村議会 

 

3月 
定例村議会 

 

3月 
定例村議会 

 
生かされます （抜粋） 
今
年
も
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

工
事
が
進
む
村
道
小
寺
尾
線
の
上
小
寺
尾
橋

大
規
模
改
修
を
終
え
た
武
石
小
学
校

商　工　費 1億4,661万円

土　木　費 3億2,968万円

消　防　費 8,363万円

教　育　費 3億332万円

公　債　費 4億1,734万円

諸支出金 815万円

予備費・その他 404万円



（5）広報武石 平成１５年４月号　No.429

○議員報酬 2,778万円
○議長交際費 14万円
○議会だより印刷製本費 70万円
○議会本会議議事録作成委託料 76万円

○村長交際費 72万円
○コンピューターリース料及びシステム使用料 1,520万円
○オフトーク通信サービス使用料 1,013万円
○若者等定住促進住宅新築等補助金 2,000万円
○合併対策経費 1,690万円
○村営バス運行事業 814万円
○戸籍住民基本台帳経費 1,502万円
○村長・村議会議員選挙費 520万円

○社会福祉協議会補助金 1,095万円
○雲渓荘利用補助金 564万円
○武石温泉うつくしの湯利用補助金 520万円
○障害者福祉事業 3,190万円
○老人ホーム入所措置費 2,003万円
○介護保険事業 6,464万円
○同和地区施設整備事業 3,831万円
○福祉企業センター費 4,536万円
○保育園費 9,645万円

○依田窪福祉医療事務組合負担金 1億2,591万円
○成人病対策事業 727万円
○上田地域斎場負担金 1,309万円
○廃棄物処理事業 2,042万円
○丸子クリーンセンター負担金 3,862万円
○上田地域広域連合負担金 2,444万円
（ごみ処理広域化及びクリーンセンター特別会計）
○し尿処理施設清浄園負担金 1,871万円

○ふるさと名産センター等施設管理事業 2,320万円
○県営中山間総合整備事業 800万円
○地籍調査事業（補助・単独） 2,100万円
○水路補修事業 1,136万円
○基盤整備促進事業 1,550万円
○松くい虫防除対策事業 477万円
○公団造林受託事業 2,425万円

平成15年度一般会計 
歳出予算の主なもの 
平成15年度一般会計 
歳出予算の主なもの 

こんなことに 
議　会　費 5,469万円

総　務　費 4億2,244万円

民　生　費 5億1,868万円

3
月
7
日
に
行
わ
れ
た
保
育
園
お
別
れ
会

ゴ
ミ
は
必
ず
ル
ー
ル
を
守
っ
て
！

う
つ
く
し
の
湯

衛　生　費 2億9,600万円

農林水産業費 4億2,442万円
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　　　会　計　区　分 

国　民　健　康　保　険 

老　　　人　　　保　　　健 

診　　　　　療　　　　　所 

簡　　　易　　　水　　　道 

獅　子　ケ　城　簡　易　水　道 

農　業　集　落　排　水 

同和地区住宅新築資金等貸付 

273,300,000 

486,780,000 

182,500,000 

124,980,000 

12,085,000 

218,500,000 

2,700,000

260,000,000 

486,400,000 

221,000,000 

115,695,000 

12,076,000 

199,847,000 

2,960,000

13,300,000 

380,000 

△38,500,000 

9,285,000 

9,000 

18,653,000 

△260,000

本年度予算額（円） 前年度予算額（円） 比　　　較（円） 

今年度の予算総額は2億7,330万円で、前年度と比べ

ると率で5.1％、予算額で1,330万円の増額になりまし

た。歳出の主なものは、保険給付費の1億6,343万円、

老人医療費を支えている老人保健医療費拠出金の

7,356万円などです。

今年度の予算総額は、4億8,678万円で、昨年度に比

べるとほぼ同率で、予算額で38万円の増額になりま

した。歳出のほとんどが医療諸費で、この医療諸費

を受給者１人あたりにすると518,955円になります。

今年度の予算総額は、1億8,250万円で昨年度に比べ

ると率で17.4％、予算額で3,850万円の減額になりま

した。歳入の大半は診療収入で1億6,057万円を見込ん

でいます。歳出の大半は、人件費と光熱費などの施

設管理費、医薬品費や衛生・検査材料費などの医業

診療費で占められています。

今年度の予算総額は1億2,498万円で、前年度に比べ

ると率で8.0％、予算額で928万円余増額になりました。

主な支出は、経営管理費で7,665万円余を見込んでいます。

今年度の予算総額は1,208万円余で、前年度と比べ

るとほぼ同率で、予算額で9,000円の増額になりまし

た。この会計は、東美ヶ原高原別荘地内の水道の施

設管理が主な事業で、歳入の大半は水道使用料です。

主な歳出は水質検査などの施設費です。

今年度の予算総額は2億1,850万円で、前年度と比べ

ると率で9.3％、予算額で1,865万円余の増額になりま

した。主な支出は、各処理場の一般管理費と事業に

要した長期債の償還金です。

今年度の予算総額は270万円です。この会計は同和

地区のみなさんの住宅改修資金を貸し出しています

が、今年は貸し付け申し込みが無いことから、既に

貸し付けてある資金の返済にあたる、貸付金元利収

入と公債費の償還金を中心にした予算です。

村では、国民健康保険、老人保健、診
療所、簡易水道、獅子ケ城簡易水道、農
業集落排水、同和地区住宅新築資金等貸
付の7つの特別会計を設けています。
平成15年度の予算額は、各会計あわ

せて、13億0,084万円となり、前年度に
比べ予算額で286余万円の増額になりま
した。

国民健康保険会計

老人保健会計

診療所会計

簡易水道会計

獅子ケ城簡易水道会計

農業集落排水会計

同和地区住宅新築資金等貸付会計

13億80余万円計上

7会計で
平成15年度

特別会計
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三
月
五
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質

問
に
は
五
人
の
議
員
が
立
ち
、次
の

諸
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

▼
小
沢
二
夫
議
員

①
各
区
の
区
長
要
望
工
事
施
工
に

つ
い
て

▼
兒
玉
将
男
議
員

①
平
成
十
五
年
度
予
算
案
に
係
わ

る
長
期
振
興
計
画
の
見
直
し

一
般
質
問

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例

民
生
児
童
委
員
会
関
係
の
県
か
ら

の
報
酬
を
村
経
由
で
支
払
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

●
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
県
内
出
張
に
関
わ
る
旅
費

日
当
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
武
石
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

世
帯
主
入
院
療
養
費
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

●
武
石
村
医
療
費
融
資
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

武
石
村
医
療
費
貸
付
基
金
を
設
置

す
る
た
め
の
条
例
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

●
武
石
温
泉
う
つ
く
し
の
湯
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

入
館
料
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●
武
石
村
営
簡
易
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

貯
水
槽
水
道
の
設
置
に
関
す
る
指

導
及
び
管
理
に
つ
い
て
項
目
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

●
介
護
予
防
生
活
支
援
条
例
の
廃
止

四
月
よ
り
介
護
予
防
支
援
事
業
要

綱
が
適
用
さ
れ
る
た
め
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

●
武
石
村
国
民
年
金
印
紙
購
買
基

金
条
例
の
廃
止

昨
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
先
が
直
接
国
へ
と
変
更
に
な
っ

て
こ
と
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

●
上
田
地
域
広
域
連
合
規
約
の
一

部
を
変
更
す
る
規
約

上
田
地
域
広
域
連
合
の
処
理
す
る

各
種
事
務
に
つ
い
て
一
部
変
更
が
さ

れ
ま
し
た
。

村
道
の
新
設
・
改
良
に
よ
り
、
次

の
路
線
で
延
長
や
面
積
の
変
更
が
議

会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

武
石
・
和
田
線
、
上
武
石
・
沖
線
、

保
代
線
、
裏
町
線
、
獅
子
ヶ
城
線
、

一
之
瀬
・
中
之
橋
線
、
地
蔵
木
１
号

線
、
地
蔵
木
２
号
線
、
岩
ノ
口
・
道

巣
線
、
荒
神
前
線
、
小
沢
根
４
号
線
、

小
沢
根
５
号
線
、
権
現
原
１
号
線
、

中
居
川
原
・
仲
居
２
号
線
、
上
権

現
・
正
連
坊
線
、
築
地
原
６
号
線
、

大
布
施
・
内
ノ
山
線

●「
平
和
の
意
見
書
」の
日
本
国
政

府
へ
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
こ
も
ろ
「
地
球
村
」）

こ
の
陳
情
書
は
議
会
で
採
択
さ

れ
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
す
る

大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

と
行
政
財
政
改
革
に
つ
い
て

②
市
町
村
合
併
と
村
長
の
理
念
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

▼
飯
田
都
雄
議
員

①
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

▼
金
子
　
保
議
員

①
観
光
と
継
続
事
業
に
つ
い
て

②
気
象
観
測
状
況
に
つ
い
て

▼
新
井
繁
雄
議
員

①
今
日
の
合
併
と
は
何
か

②
地
域
経
済
産
業
振
興
に
つ
い
て

下
武
石
の
川
合
康
司
さ
ん
が
、

行
政
相
談
委
員
と
し
て
四
月
一
日

付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

行
政
相
談
と
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
国
の
役
所
や
Ｊ
Ｒ
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
公
団
な
ど
が
行
っ
て
い

る
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
を
お
聴
き
し
て
、
関
係
す
る

役
所
等
と
の
間
に
立
っ
て
そ
の
解

決
や
実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

こ
の
身
近
な
窓
口
が
行
政
相

談
委
員
で
す
。
自
宅
で
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
任
者
の
橋
詰
英
也

さ
ん
（
下
本
入
）
は
、
平
成
十
一

年
四
月
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
ま

で
の
間
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

行
政
相
談
委
員
に
川
合
康
司
さ
ん

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
廃
止

規
約
の
変
更

村
道
の
路
線
変
更

陳
　
　
情

水路の整備もされた上武石・沖線
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三
月
九
日
、
第
16
回
分
館
親
善
ビ

ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
村
民
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

冬
期
間
の
運
動
不
足
の
解
消
を
目

的
に
開
か
れ
て
い
る
こ
の
大
会
で
、

今
年
は
鳥
帽
子
、
蓼
科
、
浅
間
、
富

士
の
部
に
合
計
五
十
八
チ
ー
ム
、
お

よ
そ
三
百
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
四
部
門
を
七
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
変
則
リ
ー
グ
で
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
優
勝
を

決
定
し
ま
し
た
が
、
練
習
不
足
の
せ

い
か
す
ぐ
に
勝
負
が
決
ま
っ
た
り
、

チ
ー
ム
同
士
の
力
の
差
が
な
く
接
戦

と
な
る
試
合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

誰
で
も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
村
内
に
も
広
く
普
及
し
て

き
た
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
に
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、
地
区
内
外
の
方
々

と
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

鳥
帽
子
の
部
Ａ
（
18
歳
以
上
）

優
　
勝
　
堀
之
内
な
ん
こ
つ

準
優
勝
　
上
本
入
西
部
Ａ

第
三
位
　
中
島
Ａ

鳥
帽
子
の
部
Ｂ
（
18
歳
以
上
）

優
　
勝
　
七
ケ
Ｂ

準
優
勝
　
市
之
瀬
Ａ

第
三
位
　
鳥
屋
Ｅ

蓼
科
の
部
Ａ
（
30
歳
以
上)

優
　
勝
　
上
本
入
西
部
Ｃ

準
優
勝
　
下
本
入
Ｃ

第
三
位
　
堀
之
内
つ
く
ね

蓼
科
の
部
Ｂ
（
30
歳
以
上)

優
　
勝
　
上
本
入
西
部
Ｂ

準
優
勝
　
下
本
入
Ｂ

第
三
位
　
七
ヶ
Ｃ

浅
間
の
部
Ａ
（
40
歳
以
上
）

優
　
勝
　
中
島
Ｃ

準
優
勝
　
市
之
瀬
Ｂ

第
三
位
　
七
ヶ
Ｅ

浅
間
の
部
Ｂ
（
40
歳
以
上
）

優
　
勝
　
七
ヶ
Ｄ

準
優
勝
　
沖
Ｂ

第
三
位
　
小
沢
根
Ａ

富
士
の
部
（
50
歳
以
上
）

優
　
勝
　
七
ヶ
Ｆ

準
優
勝
　
鳥
屋
Ａ

第
三
位
　
薮
合
Ｄ

学
童
ク
ラ
ブ
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
も
開

設
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の
四
月
で
六
年

目
を
迎
え
ま
す
。

毎
日
、
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
は
、
様
々
な
体
験
を
通

し
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
冬
の

寒
さ
も
な
ん
の
そ
の
。
雪
ま
み
れ
に

な
っ
て
元
気
一
杯
に
遊
び
ま
し
た
。

保
育
園
の
年
長
組
の
園
児
三
十
七

名
の
『
卒
園
の
お
祝
い
』
に
と
、
下

武
石
の
山
本
岩
雄
さ
ん
が
精
魂
込
め

て
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
桐
の
ゲ
タ
を

今
年
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
を

持
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

男
の
子
に
は
青
色
、
女
の
子
に
は

赤
色
の
鼻
緒
の
つ
い
た
桐
の
ゲ
タ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
園
児
た
ち
は
と
て

も
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
「
先
生
、
も

う
履
い
て
も
い
い
？
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち

大
会
の
結
果

冬期間の運動不足の解消に

分館親善
ビーチボール大会
開催

下
武
石
の
山
本
さ
ん
か
ら 

「
桐
の
ゲ
タ
」の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
の
協
力

の
も
と
、
こ
こ
ま
で
進
め
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
を
知
ら
な
い

方
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

け
ん
か
や
失
敗
も

度
々
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
経
験
す
べ
て
が
力
に

な
っ
て
、
一
歩
成
長
し

た
子
ど
も
の
た
く
ま
し

さ
を
発
見
す
る
と
、
と

て
も
嬉
し
く
な
り
ま

す
。
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児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

お
よ
そ
八
億
八
千
万
円
の
事
業
費
を

か
け
て
完
成
し
た
校
舎
は
、
屋
根
の

葺
き
替
え
、
特
別
教
室
の
設
備
機
器

の
入
れ
替
え
、
図
書
室
の
増
築
、
耐

震
補
強
を
兼
ね
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
、

廊
下
、
教
室
内
等
す
べ
て
木
造
に

改
修
さ
れ
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
、

障
害
者
用
ト
イ
レ
の
設
備
な
ど
時

代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
施
設
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
行
わ
れ
た
祝

賀
式
典
の
中
で
児
童
を
代
表
し
て

六
年
生
の
黒
木
り
さ
さ
ん
が
「
工

事
を
し
て
い
る
間
、
壁
で
仕
切
ら

れ
て
見
え
な
か
っ
た
け
ど
、
引
っ

越
し
の
と
き
に
壁
が
は
ず
さ
れ
、

見
て
み
る
と
と
て
も
き
れ
い
に
な

っ
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
、
五
十
一
年
の
継
続
事
業
で
建
設
さ
れ
た
武
石
小
学
校

の
校
舎
も
老
朽
化
が
進
み
、
多
く
の
雨
漏
り
と
耐
震
補
強
の
必
要
性
、
さ

ら
に
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
を
考
慮
し
、
平
成
十
三
年
、
十
四

年
の
二
ヶ
年
に
渡
っ
て
大
規
模
改
修
事
業
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
工
事
が
竣
工
し
、
三
月
六
日
に
竣
工
祝
賀
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

感謝の言葉を述べる黒木さん
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「
小
学
生
の
中
に
（
死
）
を
考
え
る

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
」
と
い
う
新
聞

記
事
に
驚
い
た
。

受
験
体
制
の
中
「
人
間
と
し
て
」
と

い
う
こ
と
を
失
っ
た
教
育
が
と
う
と
う

子
ど
も
た
ち
を
こ
こ
ま
で
追
い
や
っ
た

か
と
思
う
。

小
学
校
の
教
材
作
り
に
、
集
い
の
中

で
少
し
で
も
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と

「
僕
、
死
ん
で
や
る
」
と
か
「
わ
た
し
自

殺
し
よ
う
」
と
口
走
る
子
ど
も
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
死
」
の
厳
粛
さ
が
ぼ
け
て
き
た
の

で
は
な
い
の
か
と
思
う
。
小
学
生
に

「
死
」
の
本
当
の
意
味
の
本
能
的
な
恐
怖

以
上
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
恐

怖
も
薄
れ
て
き
て
い
る
の
か
。

校
庭
で
子
ど
も
が
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え

た
。
ト
ン
ボ
な
ど
め
っ
た
に
見
か
け
な

く
な
っ
た
街
の
中
で
、
子
ど
も
は
嬉
し

く
て
た
ま
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
が
、
す

ぐ
羽
根
を
む
し
り
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

特
に
日
常
の
行
動
に
問
題
の
あ
る
子

ど
も
で
は
な
い
。
驚
い
た
先
生
が
「
何

を
す
る
の
よ
ー
」
と
思
わ
ず
叱
っ
た
が

ピ
ン
と
こ
な
い
様
子
。

先
生
は
、「
ど
う
？
痛
い
で
し
ょ
？
」

と
子
ど
も
の
手
を
ね
じ
上
げ
た
。「
痛
い
、

痛
い
」
と
い
う
子
ど
も
に
「
羽
根
を
と

ら
れ
た
ト
ン
ボ
は
も
っ
と
痛
い
。
死
ん

で
し
ま
う
の
よ
」
と
言
っ
て
か
ら
手
を

離
し
た
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
は
、
納
得

し
た
顔
つ
き
で
は
な
い
。「
ど
う
し
て
こ

ん
ひ
ど
い
こ
と
を
し
な
の
」
と
問
い
つ

め
る
と
平
然
と
し
て
「
だ
っ
て
逃
げ
て

し
ま
う
よ
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

考
え
て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
ト
ン
ボ
は
、
ゼ
ン
マ
イ
や
電
池
仕

掛
け
の
お
も
ち
ゃ
で
は
な
い
の
か
。
壊

し
て
も
「
痛
い
」
と
も
言
わ
な
い
し
、

「
死
」
ん
で
も
電
池
を
入
れ
る
と
ま
た
動

き
出
す
の
だ
。

今
、
ア
ニ
メ
で
も
ド
ラ
マ
で
も「
死
」は

簡
単
で
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
。
そ
し
て
す

ぐ
生
き
返
っ
て
し
ま
う
。珍
し
い
昆
虫
も
、

苦
労
し
て
野
山
で
探
す
こ
と
は
な
い
。

デ
パ
ー
ト
で
売
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
も

成
長
し
て
醜
く
な
る
と
平
然
と
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
世
の
中
だ
。

欲
し
く
な
っ
た
ら
、
ま
た
買
え
ば
可

愛
い
の
が
手
に
入
り
物
だ
け
で
な
く
命

も
買
え
る
の
だ
。

か
つ
て
、
子
ど
も
は
一
粒
の
ご
飯
つ

ぶ
を
落
と
し
て
も
叱
ら
れ
た
。
お
百
姓

さ
ん
が
苦
労
し
て
作
っ
た
も
の
と
天
の

恵
み
を
教
え
ら
れ
た
。

ど
ん
な
に
醜
く
な
っ
て
も
ペ
ッ
ト
を

捨
て
る
な
ど
し
な
か
っ
た
。

生
と
死
は
、
い
つ
も
人
間
の
そ
ば
に

あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
に
日
常
の

人
間
の
営
み
の
中
で
教
え
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

人権教育紙上講座
№315

教育委員会
同和対策室

ト
ン
ボ
の
羽
命
の
尊
さ
を

参
考
資
料
「
人
権
百
話
」
林
　
力
著

塩
入
袈
裟
親

囲
碁
大
会
長
年
励
ん
で
八
十
路
越
う

体
調
の
せ
い
か
今
日
は
負
け
濃
し

山
田
　
初
子

仕
事
場
の
鋏
三
丁
そ
れ
ぞ
れ
に
使
い

分
け
し
て
一
日
終
わ
り
ぬ伏

見
き
み
子

我
が
居
間
は
真
冬
も
花
々
咲
き
乱
れ

我
サ
ボ
テ
ン
と
夜
は
共
寝
す

雨
宮
八
重
子

寡
黙
な
る
横
綱
力
士
貴
乃
花
姿し
な

よ
く

品
よ
く
不
惜
身
命

橋
詰
貴
和
子

雪
の
上
に
満
月
の
光
き
ら
め
き
て
更

け
ゆ
く
夜
は
た
ゞ
音
も
無
し

脇
村
　
静
代

吾
が
国
の
「
北
国
の
春
」
を
愛
唱
歌

と
す
草
原
の
国
モ
ン
ゴ
ル
親
し

桜
井
　
康
徳

佳
き
年
で
あ
り
た
し
と
願
え
ど
も

タ
マ
チ
ャ
ン
が
ス
タ
ー
と
な
り
し

に
生
き
方
学
ぶ

池
内
　
寛
子

何
年
ぶ
り
万
年
筆
を
求
め
来
て
良

き
字
に
な
る
か
と
試
し
書
き
み
る

増
田
し
げ
子

大
雪
や
白
一
色
の
銀
世
界
南
天
の

実
の
赤
さ
鮮
や
か

荒
井
　
怜
子

寒
に
耐
え
新
春
の
朝
い
ま
だ
咲
く

菊
す
が
す
が
し
雪
の
狭さ

庭に
わ

に

あ
し
あ
と
短
歌
会
選

○
上
田
市
誌
（
・
新
し
い
社
会
を
求

め
て
・
現
代
産
業
へ
の
あ
ゆ
み
・
真
田

氏
と
上
田
城
・
城
下
町
上
田
）
○
よ

く
見
る
夢（
シ
ド
ニ
イ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
）

○
輝
け
る
子
（
明
橋
大
二
）
○
が
ん

ば
っ
て
る
子
（
明
橋
大
二
）
○
相
続
と

遺
言
の
知
恵
○
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ
プ
現

代（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
○
生
き
方
・
六
輔
の（
永

六
輔
）
○
歌
は
心
で
歌
う
も
の
（
船
村

徹
）
○
声
に
出
し
て
読
み
た
い
万
葉

の
恋
歌
（
松
永
暢
史
）
○
電
池
が
切
れ

る
ま
で
（
す
ず
ら
ん
の
会
）
○
花
お
り

お
り
（
湯
浅
浩
史
・
矢
野
勇
）
○
ち
ゃ

ぶ
台
の
昭
和
（
小
泉
和
子
）
○
中
央

構
造
帯
（
内
田
康
夫
）
○
農
的
幸
福

論
（
加
藤
登
紀
子
）
○
向
田
邦
子
の

恋
文
（
向
田
邦
子
）
○
ラ
ッ
キ
ー
マ

ン
（
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
）

○
半
落
（
横
山
秀
夫
）
○
ど
ん
な
に
き

み
が
す
き
だ
っ
た
か
あ
て
て
ご
ら
ん

（
サ
ム
・
マ
ク
ブ
ラ
ッ
ト
）
○
お
ー
い

ぽ
ぽ
ん
た
（
茨
木
の
り
子
外
四
名
）

○
し
り
と
り
あ
い
う
え
お
（
石
津
ち

ひ
ろ
・
文
）
○
14
匹
の
と
ん
ぼ
池

（
い
わ
む
ら
か
ず
お
）
○
キ
ン
グ
自
伝

（
マ
ー
テ
ィ
ン
ル
ー
サ
ー
キ
ン
グ
）

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
次
の
と
お
り
、

本
年
度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

平
成
15
年
４
月
26
日(

土)

午
前
７
時
〜(

小
雨
決
行)

◆
回
収
予
定
品
目

b
紙
類
（
新
聞
紙
・
牛
乳
パ
ッ

ク
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
）
b
布
類（
綿

の
入
っ
た
も
の
は
除
く
）
b
ジ

ュ
ー
ス
の
瓶
（
キ
リ
ン
ジ
ュ
ー

ス
・
キ
リ
ン
ウ
ー
ロ
ン
茶
・
ミ

ツ
ヤ
サ
イ
ダ
ー
の
各
小
瓶
）

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り
〜
新
刊
紹
介
〜

今
月
も
新
刊
が
入
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
武
石
小
学
校
▲

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
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税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
「
修
正
申
告
」
を
す
る
た
め

の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す
が
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後

で
修
正
申
告
し
た
り
、
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
加
算
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
気
付
い
た
と
き
は
な
る
べ
く

早
く
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。修

正
申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は
、
修
正
申

告
書
を
提
出
す
る
日
（
納
期
限
）
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
め
る
税

額
に
は
、
納
期
限
の
翌
日
（
平
成
十

四
年
分
の
所
得
税
は
平
成
十
五
年
三

月
十
八
日
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
は
平
成
十
五
年
四

月
一
日
）
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
税
と
併
せ

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

延
滞
税
は
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、「
更
正
の
請
求
」

を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
た

め
の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か
ら
、

平
成
十
四
年
分
の
申
告
所
得
税
は
、

平
成
十
六
年
三
月
十
六
日
ま
で
、
平

成
十
四
年
分
の
個
人
事
業
者
の
方
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
に

つ
い
て
は
平
成
十
六
年
三
月
三
十
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

い
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
税
務
署
に
あ

り
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら

の
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
、

税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は

い
つ
で
も
申
告
で
き
ま
す
が
、
早
く

申
告
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、

無
申
告
加
算
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
納
め
る
こ

と
に
な
っ
た
税
額
は
、
申
告
書
を
提

出
す
る
日
（
納
期
限
）
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
・
税
務

相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

上
田
税
務
署
　
℡
22
‐
１
２
３
４

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

人
は
な
ぜ
仕
事
を
す
る
の
で
し
ょ
う

―
中
学
生
の
体
験
学
習
よ
り
―

ぜ
人
は
働
く
の
か
を
ひ
と
り
ず
つ

発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
が
「
仲
間

や
友
達
を
作
る
た
め
。」「
生
き
が

い
と
し
て
は
た
ら
く
。」「
人
や
社

会
の
た
め
に
な
る
。」
な
ど
、
し

っ
か
り
考
え
た
こ
と
が
分
か
る
答

え
で
、
感
心
す
る
と
共
に
こ
ち
ら

も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
数
名
の
生

徒
は
、
学
習
が
終
わ
っ
て
も
帰
ら

ず
夕
方
ま
で
仕
事
を
手
伝
っ
て
い

た
だ
き
、
作
業
員
と
も
親
し
く
話

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
依
田
窪
南
部
中
学
校

の
先
生
方
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
体
験
学
習
を
計
画
い

た
だ
き
、
交
流
や
理
解
が
深
ま
れ

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
は
な
ぜ
働
く
の
か
、
働
く
意

味
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
二
月
十
四

日
、
体
験
学
習
に
訪
れ
た
依
田
窪

南
部
中
学
校
の
一
年
生
に
こ
ん
な

質
問
を
宿
題
に
出
し
て
、
作
業
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。

体
験
学
習
は
「
命
の
学
習
」
の

一
環
と
し
て
、
保
育
園
や
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉

施
設
で
働
く
こ
と
を
通
し
て
命
の

大
切
さ
や
尊
厳
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
に
、
学
校
が
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
使
っ
て
計
画
し
た
も
の
で
、

「
ふ
れ
あ
い
」
に
は
男
六
名
、
女
三

名
の
計
九
名
が
訪
れ
、
毛
皮
の
加

工
や
電
線
ボ
ビ
ン
の
汚
れ
落
と
し
、

ブ
レ
ー
キ
部
品
の
枠
そ
ろ
え
な
ど

の
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

「
ふ
れ
あ
い
」
に
は
、
お
年
寄

り
や
障
害
者
が
大
勢
通
っ
て
い
ま

す
。
定
年
後
や
体
が
不
自
由
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
明
る
く
一
生
懸
命

働
く
姿
は
、
お
金
を
稼
ぐ
と
い
う

目
的
だ
け
で
は
な
い
勤
労
の
本
当

の
意
味
を
中
学
生
に
伝
え
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

体
験
学
習
の
終
り
に
宿
題
の
な

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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日
本
に
お
け
る
自
然
環
境
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
、
子
ど
も
た
ち

の
体
か
ら
「
運
動
の
能
力
」
を
失
わ

せ
、
脳
の
生
き
る
力
を
も
奪
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
運
動
の
喜
び
を
か
ら

だ
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も

た
ち
は
、
運
動
が
苦
手
に
な
り
、
や

が
て
運
動
嫌
い
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
体
験
を
、
み
ん
な
が
味
わ
っ

て
い
れ
ば
、
も
っ
と
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
が
好
き
に
な
る
は
ず
で
す
。

そ
ん
な
当
た
り
前
の
運
動
体
験
を
、

幼
児
期
の
脳
も
か
ら
だ
も
い
ち
ば
ん

育
つ
時
期
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た

い
！
そ
し
て
、
誰
が
見
て
も
「
で
き

た
か
」「
で
き
な
い
か
」
が
は
っ
き
り

わ
か
る
運
動
と
し
て
、
マ
ッ
ト
運
動

の
側
転
、
な
わ
跳
び
の
短
な
わ
連
続

跳
び
、
跳
び
箱
の
開
脚
跳
び
、
鉄
棒

の
逆
上
が
り
の
４
つ
を
目
標
に
あ
げ
、

こ
れ
ら
の
運
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
の
基
本
的
な
運
動
能
力
を
、

子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
み
た
く
な
る

よ
う
な
楽
し
い
あ
そ
び
を
と
お
し
て

身
に
つ
け
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

が
柳
沢
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

基
本
は
跳
躍
・
支
持
・
懸
垂
運
動

目
標
に
し
た
４
つ
の
運
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
ど
う
し
て

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
跳
躍

運
動
・
支
持
運
動
・
懸
垂
運
動
の
３

つ
で
す
。

跳
躍
運
動
は
下
半
身
の
筋
肉
を
使

い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
プ
す
る
力
で
す
。

跳
び
箱
や
、
縄
跳
び
は
、
こ
の
跳
躍

が
上
手
に
で
き
な
け
れ
ば
、
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。
動
物
の
ま
ね

な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ど
ん
ど

ん
飛
び
跳
ね
て
く
だ
さ
い
。

支
持
運
動
は
、
腕
で
体
を
支
え
る

力
で
す
。
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
一

番
欠
け
て
い
る
力
が
、
支
持
力
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
…
…
？

こ
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
、
で
き
る
運
動
が
グ
ン
と
広
が
っ

て
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
動
物
に

な
っ
て
４
つ
足
で
歩
く
、
腕
で
支
え

て
カ
エ
ル
の
よ
う
に
跳
ん
で
み
る
、

と
い
っ
た
あ
そ
び
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
跳
び

箱
で
体
重
を
支
え
る
と
き
、
側
転
の

と
き
、
逆
上
が
り
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

で
上
半
身
を
グ
ッ
と
伸
ば
す
と
き
、

支
持
力
が
必
要
で
す
。

懸
垂
運
動
は
、
ぶ
ら
下
が
る
力
で

す
。
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
と

き
、
こ
の
力
が
な
い
と
す
ぐ
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
登
り
棒
や
雲
梯
で
、

い
ろ
ん
な
ぶ
ら
下
が
り
あ
そ
び
を
し

な
が
ら
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
こ

の
力
が
つ
け
ば
大
き
な
ケ
ガ
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
子
も
み

ん
な
、
運
動
好
き
に
育
っ
て
ほ
し

い
！

「
柳
沢
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
子

ど
も
の
脳
が
変
わ
り
は
じ
め
た

99
年
の
春
、
県
内
の
Ｓ
保
育
園
か

ら
、「
園
児
の
情
緒
が
不
安
定
で
、
落

ち
着
き
が
な
い
」
と
い
う
相
談
が
あ

り
、「
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
指
導
し
、

半
年
後
…
…
。
子
ど
も
た
ち
の
よ
う

す
が
一
変
し
、
自
信
や
落
ち
着
き
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
報

告
。
こ
の
変
化
を
、
科
学
的
に
検
証

し
よ
う
と
、
県
内
の
10
園
で
総
勢
835

名
に
、
２
ヶ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

合
計
６
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

１
年
後
に
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｏ-

Ｇ
Ｏ
課
題
の

前
頭
葉
の
働
き
を
調
べ
る
実
験
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
は
っ
き
り
と
結
果
が
表

れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｏ-

Ｇ
Ｏ
課
題

で
は
、
握
り
間
違
い
の
数
が
明
ら
か

に
少
な
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
主
観

的
な
評
価
で
も
、
注
意
力
・
抑
制
力

が
向
上
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
う
し
実
践
に
学
び
、
一
人
一
人

の
子
ど
も
の
脳
に
生
き
る
力
を
育
む

た
め
の
取
り
組
み
を
、
武
石
村
に
お

い
て
も
広
げ
て
い
か
ね
ば
と
考
え
ま

す
。で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
！

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
の

「
あ
そ
び
の
教
室
」
に
つ
い
て
、
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4月9日 水 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30

10日 木 離乳食教室(後期) 午前10:00～11:30

11日 金 離乳食教室(中期) 午前10:00～11:30

14日 月 離乳食教室(初期) 午前10:00～11:30

15日 火 男性料理教室 午前10:00～午後 1:00

16日 水 乳児健診 午後 1:15～ 1:30(受付)

18日 金 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～ 4:00

21日 月 定期健康相談 午後 1:15～ 1:30(受付)

22日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

料理教室（ポテトグループ） 午後 1:30～ 3:00

24日 木 2歳児教室 午前 9:20～ 9:30(受付)

25日 金 高齢者料理教室 午前10:00～午後 1:00

5月1日 木 1歳児教室 午前 9:20～ 9:30(受付)

2日 金 予防接種（ポリオ① 風疹②） 午後 1:15～ 1:30(受付)

6日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

7日 水 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30

9日 金 男性料理教室 午前10:00～午後 1:00

4月の保健予防計画 健康センター
月　日 曜日 事　　　　　業 時　　　　　間

子
ど
も
の
心
の
発
達
を
考
え
る
（
そ
の
5
）

〜
柳
沢
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
〜

健康センター
通信 4月号

健康センター
℡85-2067

柳
沢
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
？
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今
年
も
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

独
居
の
方
と
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
二
人
暮
ら
し
の
お
宅
へ
一
足
早
い

春
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
お
弁
当
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
お
昼
に
届
く
お
弁

当
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2214社会福祉協議会 ℡85‐2214

社
協
で
事
務
局
を
預
か
っ
て
い
る

各
種
団
体
の
平
成
十
五
年
度
事
業
計

画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
、
郡
大
会
、
県
大
会
等

の
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
に
よ
り
、
団
体
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

お
弁
当
宅
配

結婚相談日
◇期日 4月8日（火）

18日（金）
28日（月）

◇時間　午前9時～正午
◇場所　丸子町福祉センター

心配ごと相談
◇期日　4月14日（月）
◇時間　午前9時～正午
◇場所　老人福祉センター

補聴器相談日
◆上田補聴器
◇期日　4月9日（水）
◇時間　午後1時～3時
◇場所　老人福祉センター
◆信濃補聴器
◇期日　4月22日（火）
◇時間　午後1時30分～3時
◇場所　老人福祉センター

身障郡大会
◇期日　4月15日（火）
◇時間　午前10時～
◇場所　武石村中央公民館

桜
餅
作
り

ー
ト
で
皮
を
焼
き
、

あ
ん
こ
玉
を
包
ん

で
一
人
二
つ
ず
つ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
お
い
し

く
で
き
る
な
ら
家

で
も
作
っ
て
み
た

い
」
と
材
料
を
聞

い
て
帰
る
利
用
者

も
い
ま
し
た
。

●さつま芋の
チョコレート●

〈材料〉 板チョコ ………………………150ｇ

さつま芋 ………………………300ｇ

純ココア………………………大さじ2

〈作り方〉

① さつま芋は、皮をむいて水にさらしておく。

② ①のさつま芋を蒸かして熱いうちに砕いた板チョコを混ぜてつ

ぶす。半量のココアを加減しながら加えて更に混ぜる。

③ ②の容器に入れて冷蔵庫で冷やす。（手で丸めてもよい。）

固まったら切り分けてココアをまぶす。

☆ 洋酒で漬けたレーズンやあんずを細かくきざんで加えて大人の

味に…。

☆ 作り方も簡単なので、お子さんと一緒に作ってみてください。

各
種
団
体

今回お届けした春を感じるお弁当

食生活改善グループのみなさん

や
す
ら
ぎ
で
は
、
二
月
二
十
六
日

か
ら
二
十
八
日
、
三
月
三
日
と
四
日

に
「
桜
餅
作
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

折
り
紙
で
お
内
裏
さ
ま
と
お
雛
さ

ま
を
折
り
、
台
紙
に
貼
り
付
け
て
可

愛
ら
し
い
雛
飾
り
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。
ま
た
、
桜
餅
は
ホ
ッ
ト
プ
レ



広報武石 平成１５年４月号　No.429（14）

武
石
村
診
療
所
で
は
、
４
月
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
内
容
は
転
倒
骨
折
予
防
、
生

活
習
慣
病
予
防
、
肥
満
解
消
に
対
し

て
の
筋
力
強
化
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
全

身
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
開
催
日

や
時
間
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
オ

フ
ト
ー
ク
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

そ
の
方
の
身
体
に
合
わ
せ
た
メ
ニ

ュ
ー
で
行
い
ま
す
の
で
、
健
康
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

健
康
で
長
生
き
で
き
る
身
体
作
り

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

武
石
村
診
療
所
℡
85
‐
３
３
０
８

（
担
当
児
玉
）

身
近
な
環
境
の
緑
化
、
健
全
な
森

林
づ
く
り
や
国
内
外
で
の
緑
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
年

度
も
緑
の
募
金
を
行
い
ま
す
。

▼
募
金
実
施
期
間

４
月
１
日（
火
）〜
５
月
15
日（
木
）

▼
緑
の
募
金
の
使
い
道

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、
国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
各
地

で
の
森
林
整
備
、
居
住
地
域
で
の
森

林
づ
く
り
な
ど
の
緑
化
推
進
、
熱
帯

林
の
再
生
や
砂
漠
地
域
な
ど
の
緑
の

国
際
協
力
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
の
た
め
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
林
政
係

℡
85
‐
２
３
１
１

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
産
物

の
被
害
が
年
々
増
大
し
、
そ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
村
で
は
、
対
策
の
一
環

と
し
て
獣
害
対
策
用
電
気
柵
の
購
入

に
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
補
助
金
を
希
望
さ
れ
ま
す
方

は
、
次
の
と
お
り
申
請
く
だ
さ
い
。

◇
補
助
金
額

１
セ
ッ
ト
に
つ
き
八
千
五
百
円

◇
申
請
方
法

所
定
の
申
請
用
紙
に
領
収
書
を
添

え
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
振
興
課
　
農
政
係

℡
85
‐
２
３
１
１

◇
対
象
作
物

共
済
に
加
入
し
て
い
る
作
物

◇
対
象
施
設

被
害
予
防
施
設
（
金
網
、
ト
タ
ン
、

ネ
ッ
ト
及
び
電
気
柵
等
の
予
防
施
設
）

◇
支
払
基
準

施
設
の
設
置
に
要
し
た
経
費
の

30
％
（
上
限
10
万
円
）

＊
役
場
等
で
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇
申
請
方
法

助
成
金
申
請
書
を
東
信
農
業
共
済

組
合
長
に
提
出
し
、
承
認
を
得
る
。

▽
助
成
金
申
請
の
際
に
購
入
資
材
に

レ
シ
ー
ト
、
領
収
書
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▽
共
済
組
合
で
設
置
施
設
の
現
地
確

認
を
行
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

東
信
農
業
共
済
組
合

℡
０
２
６
７
‐
58
‐
２
５
８
０

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、

幅
広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
が
地
域
を

越
え
て
参
加
者
の
の
第
８
回
を
迎
え

る
と
も
し
び
の
里
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
ご
近
所
や
お
友
達
を
誘
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
期
日

５
月
11
日（
日
）

◇
場
所

村
民
体
育
館
及
び

依
田
窪
南
部
中
学
校
体
育
館

◇
参
加
資
格

県
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
愛
好
者

◇
参
加
料

１
チ
ー
ム
三
千
円

◇
申
込
み
受
付
期
間

４
月
１
日（
火
）〜
20
日（
日
）

◇
お
問
い
合
せ

武
石
村
教
育
委
員
会
内
事
務
局

℡
85
‐
２
０
３
０

３
月
10
日
か
ら
改
正
農
薬
取
締
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改
正
点
は
、

①
無
登
録
農
薬
の
製
造
、
輸
入
、
使
用

の
禁
止
②
農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す
る

農
薬
使
用
の
禁
止
③
罰
則
の
強
化
等
で

す
。
農
薬
は
農
林
水
産
省
の
登
録
番
号

の
あ
る
も
の
を
ラ
ベ
ル
を
良
く
読
ん
で

使
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
農
林
水

産
省H

P

（http://w
w
w
.m
aff.go.jp

）

で
確
認
く
だ
さ
い
。

4月 4月 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

教
室
の
開
催

緑
の
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

獣
害
対
策
用

電
気
柵
に
補
助
金

獣
害
に
係
わ
る
損
害
防

止
事
業
補
助
金
制
度

3月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

第
8
回
と
も
し
び
の
里

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

農
薬
取
締
法
が
改
正
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★期　日 4月23日(水) 

★手数料 注射料金　3,220円
新規登録　3,000円

★対象となる犬
生後91日（3カ月）以上の飼育犬全部。
昨年秋に注射した犬も必ず受けてください。

★その他
☆昨年度までに登録が済んでいる場合は、飼育者宛
に「予防注射申請書(注射ハガキ)」が直接郵送され
ますので、忘れずに持参してください。

☆新規登録の犬については、衛生自治会長さんを通
じて配布された「犬の登録・狂犬病予防注射済票
交付申請書新規」を当日持参してください。

☆予防注射対象犬の健康に異常のある場合及び過去
に狂犬病予防注射後に異常を起こしたことのある
犬は動物病院で接種してください。

☆予防注射当日異常のある犬は事前に必ず申し出て
ください。

★お問い合わせ先　建設環境課環境衛生係℡85‐2793

犬の登録と
狂犬病予防注射について

平成15年の犬の登録と狂犬病予防注射を次の

日程で行います。なお、犬の登録は生涯１回と

なりましたが、狂犬病予防注射は従来と同様に

年１回受けなければなりませんのでご注意くだ

さい。

実施場所 時　　　間 

鳥屋公民館 
沖公民館 
薮合公民館 
婦人の家 
中央公民館 

上武石公民館 
下本入公民館 
権現様境内 
生活改善センター 
小沢根公民館 
余里公民館 

　9：00～  9：30 
　9：35～ 10：05 
10：10～10：40 
10：45～11：15 
11：20～11：45

　9：00～  9：25 
　9：30～  9：50 
　9：55～10：15 
10：20～10：40 
10：50～11：10 
11：15～11：35

★場所と時間

い
た
り
し
て
お
気
に
入
り
の
衣
類
を

台
無
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

上
手
な
収
納
方
法
を
改
め

て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。冬

の
衣
類
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
の
後
、
晴
れ
た
日

に
陰
干
し
を
し
て
か
ら
し

ま
い
ま
す
。

収
納
時
は
、
セ
ー
タ
ー

な
ど
の
ニ
ッ
ト
類
の
重
ね

過
ぎ
や
詰
め
込
み
過
ぎ
に

注
意
。
重
ね
る
場
合
に
は

重
い
物
を
下
に
軽
い
物
を

上
に
し
て
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
風
合

い
を
損
ね
な
い
よ
う
に
気
配
り
を
。

カ
シ
ミ
ヤ
や
モ
ヘ
ヤ
な
ど
毛
足
の

長
い
セ
ー
タ
ー
を
重
ね
る
場
合
は
、

上
下
の
間
に
防
湿
用
の
和
紙
を
挟
ん

で
お
く
と
毛
糸
が
絡
ま
ず
、
風
合
い

が
保
て
ま
す
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
、

ボ
タ
ン
を
外
し
て
た
た
み
ま
す
。
ボ

タ
ン
を
か
け
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
う

と
合
わ
せ
目
が
引
っ
張
ら
れ
、
伸
び

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ト
は
た
た
ま
ず
、
厚
み
の
あ

る
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
収
納
す
る
の

が
ベ
ス
ト
で
す
。
で
も
、
ス
ペ
ー
ス

が
無
く
て
ど
う
し
て
も
た
た
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
襟
を
立
て

て
肩
と
袖
に
丸
め
た
古
タ
オ
ル
を
入

れ
て
型
く
ず
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

そ
の
際
、
ゆ
っ
た
り
と
大
き
め
に

た
た
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

革
製
の
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

は
、
シ
ワ
に
な
っ
て
も
ア
イ
ロ
ン
は

か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず

ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
収
納

し
ま
す
。

ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
は
、

湿
気
が
こ
も
り
、
カ
ビ
の

原
因
に
な
る
の
で
布
製
の

カ
バ
ー
を
し
ま
す
。
ま
た
、

ブ
ー
ツ
や
革
手
袋
な
ど
も

布
の
袋
に
入
れ
て
し
ま
う

と
カ
ビ
の
防
止
に
な
り
ま

す
。か

さ
ば
る
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
は
、
く
る
く
る
と
小
さ
く
巻

き
、
太
め
の
ひ
も
で
し
ば
っ
て
紙
袋

に
入
れ
、
押
入
の
上
な
ど
に
つ
る
し

て
お
く
と
場
所
を
と
り
ま
せ
ん
。

待
ち
に
待
っ
た
春

が
近
づ
き
、
そ
ろ
そ

ろ
冬
物
の
衣
類
を
し

ま
う
時
期
で
す
ね
。

で
も
、
し
ま
い
方
が

悪
い
と
セ
ー
タ
ー
が

型
く
ず
れ
し
た
り
、

革
製
品
に
カ
ビ
が
つ

暮 ら し の 
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